
観
み
る

　「ボーっと生きてんじゃねーよ！」という言葉がはや
っています。実は私も自宅では「ボーっと」することが
多いのです。人間ですからいつも緊張という訳にはいき
ません。が、大事な時にボーっとしてはいけません。
　私は毎年仕事始め式において、職員に今年一年心がけ
て欲しい言葉を掲げております。今年は「観る」としま
した。我々が普段使う「見る」は、目でモノをただ見る、
という意味ですが、この「観る」は目だけでなく、目と
心でモノ（物）とコト（事）をしっかり意識して見る、
見通すことを言います。
　ボーっとしてないで「観る」。この「観」という漢字
には①全体をとらえること、②本質を見抜くこと、③現
場に出かけて実物をみること、などの意味があります。
　これらを「仕事の仕方」に当てはめて解釈すれば、①
は物事の枝葉末節であれやこれや悩んでいる状態から脱
し、全体の中の自分の立ち位置はどこか、どういう役割
であるべきかを把握する。②は物事のうわべのみ見て判
断するのをやめて、どうしてそういう事が起きているの
か背景をとらえ、本当に必要なのか、真の目的は何かな

どを見抜く。③は聞きかじりや又聞きでなく現場に
出かけていって本当の情報を得る。このようになる
かと思います。
　「観る」…大事な心がけと思いましたので、本年の
言葉に選びました。
　あと３か月で平成から新しい元号へ移る「御

み よ が
代替

わり」となります。本年は新しい時代の始まりを共
に祝いつつ、平成の時代を回顧して次の時代につな
げる大事な年です。過度な期待も不安も不要です。
しっかりと地に足をつけて地域社会を、日本を創っ
ていくスタートの年です。
　そして本年は亥年。旺盛に物事を進めたいところ
ですが、やみくもな猪突猛進はケガのもと。しっか
りと状況を観察し、本質を観る、全体を観る、現場
を観ることを心がけ、着実かつ堂々たる歩みを進め
たいものです。
　そして、仕事が終わったら時々は「ボーっと」す
るのも大切だよと、これはチコちゃんに言いたいで
すね。
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◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、13ページをご覧ください。
　　　　　　　　　           ★広報課☎25-１１５５

 市長コラム
   しんげの一言メッセージ
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本庄市長

ほっとひと息、ホットな話題　　 Hot Space　
祝　 百　 賀

金澤  光輝 さん
（日の出）

みなさんの情報交換の場

まちかどＳｎａｐ

　＝行事案内○行　市内在住で大正８年生まれの金澤光
輝さん、町田マサさんがめでたく100
歳を迎えられました。大正・昭和・平
成と３つの時代を歩んできた金澤さん
と町田さんを吉田市長が訪問し、お祝
いの「寿状」を手渡しました。

町田  マサ さん
（早稲田の杜）

市消防団員へ感謝状の贈呈

　１月11日、市消防団本庄方面隊第２
分団員に、本庄警察署長より感謝状が
贈呈されました。
　これは、昨年12月28日の午後９時頃、
夜警で巡回中の消防団員が、道路上で
倒れている女性を発見、保護したこと
に対するものです。

でんごん広場

麓
ろくげん
原会　春季展

日時　３月８日㈮～10日㈰
　　　午前10時～午後５時
※10日は午後４時まで。
会場　セルディ
入場料　無料　
問合せ   栗原☎0270-62-7549

○行

※広報ほんじょう１月号13ペー
ジのでんごん広場で掲載しまし
た「定期発表会2019」の問合せ
電話番号に誤りがありましたの
で、訂正します。
正　☎ 090-8105-7847

鳶
とびぐち

口といわれる道具を使い、梯子の周囲を囲んで支え、
その上で身軽な動きで数々の技が披露された

観るものが手に汗を握る
木遣

や
りうた、纏

まと
い振り、梯

はしご
子乗り

無病息災などを願いながら
新春の恒例行事「どんど焼き」

　１月７日、新春恒例の本庄鳶職組合のみなさんによる木遣
りうた、纏い振り、梯子乗りが市役所１階市民ホールで披露さ
れました。
　梯子乗りでは、真竹で作られた長さ約6.5ｍの梯子に登り、
梯子の先端で身体を支え仰向けになる背亀や梯子の中段で逆
立ちを行う腕溜めなど数々の技が披露されると、観客からは、
歓声と拍手が送られていました。

　１月13日、児玉町児玉地内の小山川河川敷でどんど焼き
（道祖神祭り）が行われました。
　当日は、ご神木と竹で円錐形の高さ約13ｍのやぐらが作ら
れ、正月飾りやだるま、お札などが一緒に並べられました。
　やぐらに点火されると、勢いよく燃え上がりました。また、
この火で餅などを焼いて食べると御利益があると言われ、来
場者は、まゆ玉（団子）を焼いて無病息災などを願いました。 やぐらが勢いよく燃え上がり、竹の「どんどん」と弾け

る音が会場に響き渡った


